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１．「KADEC21 モニタリングソフト」の概要 
 
「KADEC21 モニタリングソフト」は、KADEC-U21 シリーズの標準モデルからネットモデルまでの記録計に対応し

たデータ処理ソフトウェアです。 

 ・標準モデル   ：KADEC が設置されている観測地点から、RS232C またはモデムを経由して観測データを回 

           収し保存します。 

 ・ＩＣカードモデル：KADEC が設置されている観測地点から、IC カード、RS232C またはモデムを経由して観 

           測データを回収し保存します。 

 ・ネットモデル  ：KADEC が設置されている観測地点から送信される、観測データが添付されているメール 

           を受信し保存します。 

観測データは、保存すると同時に日別・月別の CSV ファイルの自動生成を行い、それら最新の観測データを画面

にてモニタリングすることが出来ます。また、これまで保存した観測データを帳票出力（日報・週報・月報）や

グラフ表示にて確認することも出来ます。 

 

 ・本ソフトで処理する KADEC のモデルを、標準モデル、ＩＣカードモデル、ネットモデルから選択出来ます。 

・観測地点として最大２０箇所までの登録が出来ます。 

・観測地点毎に観測地点名、データ保存先や、KADEC の種類・チャンネル設定が出来ます。 

・観測地点毎に KADEC の登録が出来ます。（KADEC１台につき最大３２チャンネルまで扱うことが出来ます） 

  標準モデル   ：１観測地点に１台の KADEC の登録が可能。 

  ＩＣカードモデル：１観測地点に１台の KADEC の登録が可能。 

  ネットモデル  ：１観測地点に最大８台の KADEC の登録が可能。 

・KADEC 毎に KADEC 名、チャンネル設定等の設定が出来ます。 

  標準モデル   ：１KADEC 毎に接続方法、電話番号、通信速度、通信ポートの設定が可能。 

  ＩＣカードモデル：１KADEC 毎に通信の有無、接続方法、電話番号、通信速度、通信ポートの設定が可能。 

  ネットモデル  ：１KADEC 毎に送信元アドレス、自動受信の有無の設定が可能。 

・チャンネル毎に要素名や係数ａ、ｂ、出力形式等の設定が出来ます。 

・観測データの回収、受信方法は、自動で行う方法と手動で行う方法があります。 

  標準モデル   ：日、時、分を指定しての予約回収、観測地点を指定しての任意回収が可能。 

  ＩＣカードモデル：日、時、分を指定しての予約回収、観測地点を指定しての任意回収が可能。 

  ネットモデル  ：時間指定、時間間隔を指定しての自動受信、観測地点を指定しての手動受信が可能。 

・回収、受信済みの観測データから日別・月別の CSV ファイルを再生成することが出来ます。 

・回収、受信済みの観測データ及び生成された CSV ファイルは、その内容を表形式で確認することが出来ます。 

・モニタ設定にて、最大３２ページまで１ページ単位で、モニタリング対象とする観測地点、KADEC、表示要

素を設定することで、回収、受信した最新データをモニタ表示画面（メインウィンドウ内）で（数値または

文字、折れ線グラフにて）表示することが出来ます。 

 また、標準モデル、ＩＣカードモデルで通信設定されている KADEC の計測データを、リアルタイム表示機能 

 により５秒間隔でモニタ表示することが出来ます。 

・グラフ設定にて、最大３２ページまで１ページ単位で、表示対象とする観測地点、KADEC、表示要素を設定

することで、回収、受信済みの観測データをグラフ表示画面でグラフ形式（折れ線・棒・分布図・ウィンド

ローズ）で表示することが出来ます。 

・帳票出力の日報・週報・月報出力で、観測地点、KADEC、出力範囲（年月日または年月）を設定することで、

回収、受信済みの観測データの集計結果からなる帳票を印刷することが出来ます（プレビューも出来ます）。 

・記録計の設定を取得、設定することが出来ます。 

  標準モデル   ：KADEC の設定内容を、パラメータ設定画面により取得、変更することが可能。 

  ＩＣカードモデル：KADEC の設定内容を、パラメータ設定画面により取得、変更することが可能。 

  ネットモデル  ：KADEC の設定内容を、リモート設定画面により取得、変更することが可能。 

・本ソフトは、タスクトレイに入れて常駐する形での実行を行うことが出来ます。 
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２．インストールとアンインストール 
 
インストール 

 ・CD にある Setup.exe を実行します。 

・後はインストーラの指示に従ってください。 

 

アンインストール 

・コントロールパネルから「アプリケーションの追加と削除」を開きます。 

・「KADEC21 モニタリングソフト」を選択後、「削除」をクリックします。 

・後は指示に従ってください。 

 

※「KADEC21 モニタリングソフト」をアンインストールするときは、「KADEC21 モニタリングソフト」を終了

させてから行ってください。 
 
 
 
３．動作環境 
 

ＯＳ                        ：Windows2000/XP 

ＣＰＵ                      ：Pentium/400MHz 以上推奨 

メモリ                      ：実装 256MB 以上推奨 

ディスプレイ                ：32000 色以上/800×600 以上推奨 

ＨＤ                        ：20MB 以上推奨 

ＣＤ－ＲＯＭドライブ        ：16 倍速以上推奨 

 

 

   Windows2000/XP は米国マイクロソフトコーポレーションの登録商標です。 

   KADEC はノースワン株式会社の登録商標です。 
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４．「KADEC21 モニタリングソフト」の起動 
 
①スタートメニューの「KADEC21 モニタリングソフト」を選択するか、デスクトップの        をダブルクリッ

クします。 

 

 

※尚、本ソフトでは二重起動を禁止しています。本ソフトがすでに立ち上がっている場合、２つ目として起動

された本ソフトは、以下のウィンドウを表示した後終了します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②始めに「KADEC21 モニタリングソフト」の起動画像が表示されます。 

一定時間でこのウィンドウは閉じます（この間本ソフトは、設定情報の読込み等の初期化処理を行ないます）。 
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③インストール直後の場合、「KADEC21 モニタリングソフト」の「KADEC モデル設定画面」が表示されます。 

 この画面より本ソフトで使用する KADEC のモデルを設定することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※尚、一度 KADEC のモデルを設定すると、起動時に本画面は表示されなくなります。以降、KADEC の

モデルを変更する場合は、「ファイル」－「KADEC モデルチェンジ(C)….」で変更出来ます。 
 

④「KADEC21 モニタリングソフト」の「メインウィンドウ」が表示されます。 

このウィンドウより「KADEC21 モニタリングソフト」の全機能を用いることが出来ます。 
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５．「KADEC21 モニタリングソフト」の終了 
 
メインウィンドウ右上隅の         ボタンを押下するか、メインメニューの［ファイル］－［終了］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※尚、以下の場合は、本ソフトの終了が出来なくなっております。その場合は、それぞれの処理終了後に

本ソフトの終了を行ってください。 
   標準モデルの場合   ：予約回収中。 
   ＩＣカードモデルの場合：予約回収中。 
   ネットモデルの場合  ：観測機器設定値メール受信中、自動受信中、観測機器設定取得用メール送信中。 
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６．メインウィンドウの構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆ステータスバー 

最新の観測データを表示します。

◆モニタ表示 
主な操作を行うボタン群と、モニタ表示

の表示ページ切り換えボタンからなりま

す。 
主な操作を行うボタン群のボタン上にマ

ウスを持っていくと吹き出し状の説明が

表示されます。 

◆ツールバー ◆メインメニュー 

 左から、処理状況、モニタ表示の表示ページ、現在日時が表示されます。
 
 
 

※メインウィンドウは、ウィンドウサイズを変更出来ます。メインウィンドウのサイズに応じて、モニタ

表示も拡大・縮小されて表示されます。 
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６．１．メインメニュー 
 
メインメニューは、［ファイル］、［表示］、［帳票出力］、［設定］、［手動受信］（標準モデル、ＩＣ 
カードモデルの場合は「任意回収」）、［ヘルプ］の５つのメニューから構成されます。 

 ◆メインメニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
①［ファイル］メニュー 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
②［表示］メニュー 

タスクトレイに入れて常駐する形での実行を行います。
 
ツールボタンの           にても行えます。 

「KADEC21 モニタリングソフト」を終了します。 

KADEC モデル設定画面が表示され、KADEC のモデルを変

更出来ます。

リアルタイム表示設定画面が表示され、リアルタイム表示

を行う記録計の選択を行うことが出来ます。 

モニタ表示画面サイズを 1280×720 で表示します。 

また、リアルタイム表示の解除も出来ます。 

（※ネットモデルでは選択出来ません。） 

モニタ表示の表示ページを次ページにします。 
 
ボタンの                      にても行えます。 

モニタ表示の表示ページを前ページにします。 
 
ボタンの                      にても行えます。 

グラフ表示画面が表示され、回収、受信済みの観測データ

をグラフ形式で表示することが出来ます。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 
グラフ表示画面での表示設定は、グラフ表示設定で行いま

す。 

データ表示画面が表示され、回収、受信済みの観測データ

及び生成された CSV ファイルを、観測地点、KADEC 毎に表

示します。 

 

ツールボタンの      にても行えます。 

データ表示画面内で観測データ及び生成された CSV ファイ

ルの内容を表形式で表示することが出来ます。 

また、観測データから日別・月別の CSV ファイルを再生成

することが出来ます。 

ステータスバーの表示・非表示を切り換えします。 

ツールバーの表示・非表示を切り換えます。 
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③［帳票出力］メニュー 
日報出力、週報出力、月報出力それぞれに、観測地点、

KADEC、出力範囲（年月日または年月）を設定すること

で、回収、受信済みの観測データの集計結果からなる帳票

を印刷することが出来ます。 

 

以下のツールボタンにても行えます。 

 

    日報出力・・・ 

 

    週報出力・・・ 

 

    月報出力・・・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④［設定］メニュー 

 観測地点の設定を行います。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 

モニタ表示画面の設定を行います。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 

グラフ表示画面の設定を行います。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 

記録計モデル別の固有情報や、風向グラフの設定等、シス

テム情報の設定を行います。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 

自動受信（予約回収）の設定を行います。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 

ネットモデルの場合、選択した観測地点の KADEC に対し、

KADEC 設定情報をメールにて送信し、リモート（遠隔）で

の設定を行います。 

標準モデル、ＩＣカードモデルの場合、選択した観測地点

の記録計に対しパラメータの取得、設定を行います。 

 

ツールボタンの      にても行えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤［手動受信］（任意回収）メニュー 

手動受信（任意回収）を行います。 
 
ツールボタンの           にても行えます。 

 
 
 
 
⑥［ヘルプ］メニュー 

 

「KADEC21 モニタリングソフト」のバージョン、ユーザ登

録等を含むウィンドウを表示します。 

本ドキュメントを表示します。 
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６．２．ツールバー 
 
主な操作を行うボタン群と、モニタ表示の表示ページ切り換えボタンからなります。 
主な操作を行うボタン群のボタン上にマウスを持っていくと吹き出し状の説明が表示されます。 

 ◆ツールバー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タスクトレイに入れて常駐する形での実行を行います。

メインメニューにても行えます。 

グラフ表示画面が表示され、回収、受信済みの観測データをグラフ

形式で表示することが出来ます。メインメニューにても行えます。

グラフ表示画面での表示設定は、グラフ表示設定で行います。 

データ表示画面が表示され、回収、受信済みの観測データ及び生成された CSV ファイル

を、観測地点、KADEC 毎に表示します。メインメニューにても行えます。 

データ表示画面内で観測データ及び生成された CSV ファイルの内容を表形式で表示するこ

とが出来ます。 

また、観測データから日別・月別の CSV ファイルを再生成することが出来ます。 

週報を印刷します。 
メインメニューにても行えます。 

日報を印刷します。 
メインメニューにても行えます。

月報を印刷します。 
メインメニューにても行えます。 

手動受信（任意回収）を行います。 
メインメニューにても行えます。 

観測地点の設定を行います。 
メインメニューにても行えます。

モニタ表示の設定を行います。 
メインメニューにても行えます。

グラフ表示の設定を行います。 
メインメニューにても行えます。

自動受信（予約回収）の設定を行います。 
メインメニューにても行えます。 

KADEC リモート設定（KADEC パラメータ設定）を 

行います。 

メインメニューにても行えます。 

システム情報の設定を行います。 
メインメニューにても行えます。 

モニタ表示の表示ページを次ページにします。

メインメニューにても行えます。 

モニタ表示の表示ページを前ページにします。

メインメニューにても行えます。 

 
※ツールバーは、メインメニューの［表示］－［ツールバー］で、非表示にすることも出来ます。 
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６．３．モニタ表示 
 
モニタ表示設定に従い、最新の観測データを表示します。 
モニタ表示はページ単位で表示され、１ページ分の表示形式として、以下の３種類があります。 

 
①数値パネル・・・・・・最新の観測データを数値（文字）にて表示します。 
②グラフパネル・・・・・最新の観測データ時刻の１２時間前から、最新データ時刻までのデータをグラフ

形式で表示します。 
③ページパネル・・・・・数値またはグラフパネルを最大で４ページ分まとめて表示します。 

 
①数値パネル 

 

単位名 表示ページ番号／全ページ数 観測データ要素名 

表示（最新）観測データ日時KADEC 名 観測地点名  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※風向（図）を表示する場合は、数値（文字）のみの表示要素４つ分を用い表示します。すべて数値（文

字）のみの表示要素で表示した場合、１ページに１０要素まで表示出来ます。 
※観測データの換算等の設定は、観測地点設定のチャンネル設定で行います。 
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②グラフパネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最大値最小値観測データチャンネル番号 表示ページ番号／全ページ数単位名要素名 

最新観測データ日時KADEC 名 観測地点名 

 
 

※１ページに３要素まで表示出来ます。 
※観測データの換算等の設定は、観測地点設定のチャンネル設定で行います。 
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③ページパネル 
 

表示ページ番号／全ページ数 グラフパネル 

数値パネル  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１ページに数値またはグラフパネルを４つまで表示出来ます。 
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６．４．ステータスバー 
 
 

表示ページ番号／全ページ数 現在日時が表示されます。処理状況を表示します。  
 
 
 
 ※ステータスバーは、メインメニューの［表示］－［ステータスバー］で、非表示にすることも出来ます。
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７．KADEC モデルチェンジ 
 
以下の操作にて、KADEC モデルの設定を行います。 
 

①メインメニューの［ファイル］－［KADEC モデルチェンジ...］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①の操作後、「KADEC モデル設定」ウィンドウが表示されます。 
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「KADEC モデル設定」ウィンドウにて、KADEC モデルの設定を行う KADEC モデルを選択します。 

設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

設定を変更すると、前回設定した時の設定内容が表示されます。また、選択した KADEC モデルの設定を何もして

いなかった場合は起動時の状態を表示します。 

 

本ソフトで使用する KADEC

モデルを設定します。 

KADEC モデル設定を終了し

ます。 

KADEC モデルを設定します。確認メッセージが表示されます。

変更する場合は「はい」を選択します。 
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８．データ表示 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、データ表示を行います。 
 

①メインメニューの［表示］－［データ表示...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「データ表示」ウィンドウが表示されます。 
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「データ表示」ウィンドウでは、以下のことが行えます。 

 
①ツリー形式で観測地点、観測機器（KADEC）及びデータフォルダを表示します。 

②回収、受信済みの観測データ及び生成された CSV ファイルの内容を表形式で確認することが出来ます。 

③回収、受信済みの観測データより、CSV ファイルを再生成することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観測データや CSV ファイルが

表示されているとき、ここを

クリックすることで、表示順

序を昇順・降順に切り換える

ことが出来ます。 

「最新の情報に更新」と、

「すべてを選択」、「CSV ファ

イル再生成...」メニューから

なります。 

観測データや CSV ファイル上でダブルクリック、または選択状態での 

リターンキーの押下により、それらのファイルの内容を表示することが出来ます。

観測データ数等が表示されます。 

ツリー形式で観測地点、観測機器及びデータフォルダを表示します。

右クリックでポップアップメニ

ューが開き、「すべてを選択」

と「CSV ファイル再生成...」を

行うことが出来ます。 

リスト形式で観測地点、観測機器及びデータフォルダ、観測データ、CSV ファイルを表示します。
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９．グラフ表示 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、グラフ表示を行います。 
 

①メインメニューの［表示］－［グラフ表示...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「グラフ表示」ウィンドウが表示されます。 
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グラフ表示設定に従い、回収、受信済みの観測データをグラフ形式で表示します。 
グラフ表示はページ単位で表示されます。１ページ分の表示形式として、以下の５種類があります。 

 
①折れ線・・・・・・・・２要素共に折れ線グラフで表示します。 
②棒・・・・・・・・・・２要素共に棒グラフで表示します。 
③分布図・・・・・・・・２要素共に分布図で表示します。 
④ウィンドローズ・・・・１要素をウィンドローズで表示します。 
⑤折れ線・棒・・・・・・１要素を折れ線グラフで、もう１要素を棒グラフで表示します。 

 
グラフ表示例①（折れ線の場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面を印刷します。 

縦・横スクロールバー 
（マウス操作による範囲指定を経て、拡

大表示している際に有効となります） 

日付・時刻の目盛

要素２の最大値、最小値間の目盛

要素１の最大値、最小値間の目盛

要素２の要素名、チャンネル番号、観測データ、単位名

要素１の要素名、チャンネル番号、観測データ、単位名 表示ページ番号／全ページ数

観測データ日時KADEC 名 観測地点名 

グラフ表示を行う日付 
（ウィンドローズで表示している場合の

み、日の設定が行えます） 

表示日付に従ったグラフ表示を行います。

グラフ表示を終了します。

グラフ表示の表示ページを次ページにします。

グラフ表示の表示ページを前ページにします。 

※グラフ表示では、表示に際して１ヶ月分の観測データを読み込みます。 
折れ線、棒、分布図、折れ線・棒のウィンドローズ以外のグラフは、表示日付を月単位で設定します。 
また、マウス操作による範囲指定を経て、拡大表示を行うことが出来ます。 
グラフ上のデータのあるところにマウスをポイントすることで、観測データ及び観測日時が表示されます。 
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グラフ表示例②（ウィンドローズの場合） 
 

画面を印刷します。 

要素１の要素名、チャンネル番号、単位名

縦・横スクロールバー 
（ウィンドローズ表示時は無効となります）

表示ページ番号／全ページ数 

観測データ日KADEC 名 観測地点名 

グラフ表示を行う日付 
（ウィンドローズの場合は日単位で指定

します） 

表示日付に従ったグラフ表示を行います。

グラフ表示を終了します。

グラフ表示の表示ページを次ページにします。

グラフ表示の表示ページを前ページにします。 

風向系の要素のみ、１要素を日単位で、最大の出現率の方位を最外円に配し表示します。 
度単位の風向も方位に変換して表示します。 
マウスをポイントしての観測データ・観測日時の表示及び、拡大表示は行えません。 
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折れ線、棒、分布図、折れ線・棒（ウィンドローズ以外のグラフ）での拡大表示と拡大解除 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 縦・横スクロールバーにより、拡大比率を

そのままに表示範囲の移動が行えます。 

拡大表示している際に、マウスの

右ボタンを押すことで、１つ前の

表示、または最初の表示に戻りま

す。 

③最後に、マウスの左ボタン

を離すことで、拡大表示す

る範囲が決定し、選択した

範囲が拡大表示されます。

②拡大表示したい範囲を、

マウスの左ボタンを押下

したまま移動します。 

①まず、拡大表示を開始した

い箇所で、マウスの左ボタ

ンを押下します。 
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折れ線、棒、分布図、ウィンドローズ、折れ線・棒の印刷 
印刷したいページを表示した後、以下の操作にて、グラフ表示画面を印刷します。 
 

①グラフ表示画面右上の「印刷」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①の操作後、「プリンタの設定」ウィンドウが表示されます。 
 
 

印刷する用紙方向の

設定を行います。 

印刷を開始します。 印刷をキャンセル

します。 
印刷する用紙のサイズ、

給紙方法の設定を行いま

す。 

ネットワーク上の

プリンタを選択し

ます。 

選択されているプリンタ

の印刷設定を行います。 
パソコン内に登録されているプリンタが表

示されます。その中から出力するプリンタ

を選択します。 

出力するプリンタの

選択と、プリンタの

設定を行います。 
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１０．リアルタイム表示 
 
以下の操作にて、リアルタイム表示の設定、解除を行います。 
 

①メインメニューの［表示］－［リアルタイム表示...］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［表示］－［リアルタイム表示... ］にチェックが付いていない状態で選択すると、「リアルタイム表示設定」

ウィンドウが表示されます。 
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②メインメニューの［表示］－［リアルタイム表示...］を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［表示］－［リアルタイム表示... ］にチェックが付いている状態で選択すると、リアルタイム表示を終了しま

す。 
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１０．１．「リアルタイム表示設定」ウィンドウ 
 
「リアルタイム表示設定」ウィンドウにて、リアルタイム表示を行う KADEC を選択します。 

設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

リアルタイム表示を行う KADEC を選択します。 

登録済みの観測地点と観測機器（KADEC）が表示されます。 

リアルタイム表示設定を終了

します。 

選択された観測機器(KADEC)で

リアルタイム表示を開始しま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※リアルタイム表示中は、選択された観測機器（KADEC）と常時接続状態となり、５秒間隔で観測デー

タを取得しモニタ表示画面に表示します。 
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１１．日報出力 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、日報出力を行います。 
 

①メインメニューの［帳票出力］－［日報出力...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「日報出力設定」ウィンドウが表示されます。 
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「日報出力設定」ウィンドウにて、出力する観測地点と KADEC、出力範囲の設定を行います。 

設定後、「印刷…」ボタンを押下します。出力を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

印刷を開始します。 

印刷中は「印刷中」ウィンドウ

が表示され、印刷状況の表示と

印刷中断の検知を行います。 

日報出力を終了します。

「日報出力」ウィンド

ウが表示されます。 
日報出力を終了します。

「印刷プレビュー」

ウィンドウにて、  
印刷プレビューが  
表示されます。 

選択されているプリンタ

の印刷設定を行います。

パソコン内に登録されているプリンタが表

示されます。その中から出力するプリンタ

を選択します。 

印刷部数を指定します。

出力するプリンタの

選択と、プリンタの

設定を行います。 

個別の観測地点が選択されているときに全

KADEC を示す「全て」と、現在登録されてい

る KADEC 名が表示されます。 

観測地点の選択において「全て」が選択され

ているとき、KADEC は「全て」のみで、選択

不可となります。 

全観測地点を示す「全て」と、現在登録され

ている観測地点名が表示されます。 

出力する観測地点と KADEC の設定を行います。 

個別に観測地点を選択したときのみ、個別に KADEC の

選択が行えます。 

いつからいつまで、何日分を出力するかの

設定を行います。 
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「印刷プレビュー」ウィンドウにて、日報の印刷プレビューが表示されます。 
印刷開始及び、印刷設定等の操作も行えます。 
 

現表示ページの前ページを表示します。 
日報が複数ページで、現表示ページが先頭ページ

でないときにボタンが有効となります。 

日報出力を終了します。

通常表示にします。 
拡大表示時にボタンが有効となります。

拡大表示にします。 
通常表示時にボタンが有効となります。

現表示ページの次ページを表示します。 
日報が複数ページで、現表示ページが最終ページ

でないときにボタンが有効となります。 

「日報出力」ウィンドウ

に戻り、印刷設定等が行

えます。 

印刷を開始します。 

通常表示⇔拡大表示

拡大表示時、画面サイズ

に応じてスクロールバー

が有効となります。 
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気象日報の出力例から、出力形式を以下に示します。 
１日分としては１枚の出力となります。 
 
 「システム設定」の「当日とする時間の範囲」の設定（「00:00:00～23:59:59」、「00:00:01

～24:00:00」のどちらか）により、時間を「00:00～23:00」、「01:00～24:00」にします。 

１日分の時間毎の集計値より集計し

ます。 

一部（風向等）を除いて、「システム設定」の「日報平均値項目の値」の設定

（「毎正時の値」、「１時間の平均値」のどちらか）により、集計されます。 
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気象日報の集計方法を以下に示します。 
 
気象日報の集計方法（１／２） 
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気象日報の集計方法（２／２） 
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１２．週報出力 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、週報出力を行います。 
 

①メインメニューの［帳票出力］－［週報出力...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「週報出力設定」ウィンドウが表示されます。 
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「週報出力設定」ウィンドウにて、出力する観測地点と KADEC、出力範囲の設定を行います。 

設定後、「印刷…」ボタンを押下します。出力を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

印刷を開始します。 

印刷中は「印刷中」ウィンドウ

が表示され、印刷状況の表示と

印刷中断の検知を行います。 

週報出力を終了します。

「週報出力」ウィンド

ウが表示されます。 
週報出力を終了します。

「印刷プレビュー」

ウィンドウにて、  
印刷プレビューが  
表示されます。 

選択されているプリンタ

の印刷設定を行います。

パソコン内に登録されているプリンタが表

示されます。その中から出力するプリンタ

を選択します。 

印刷部数を指定します。

出力するプリンタの

選択と、プリンタの

設定を行います。 

個別の観測地点が選択されているときに全

KADEC を示す「全て」と、現在登録されてい

る KADEC 名が表示されます。 

観測地点の選択において「全て」が選択され

ているとき、KADEC は「全て」のみで、選択

不可となります。 

全観測地点を示す「全て」と、現在登録され

ている観測地点名が表示されます。 

出力する観測地点と KADEC の設定を行います。 

個別に観測地点を選択したときのみ、個別に KADEC の

選択が行えます。 

いつからの７日分を出力するかの設定を行

います。 
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「印刷プレビュー」ウィンドウにて、週報の印刷プレビューが表示されます。 
印刷開始及び、印刷設定等の操作も行えます。 
 

現表示ページの前ページを表示します。 
現表示ページが先頭ページでないときにボタンが

有効となります。 

週報出力を終了します。

通常表示にします。 
拡大表示時にボタンが有効となります。

拡大表示にします。 
通常表示時にボタンが有効となります。

現表示ページの次ページを表示します。 
現表示ページが最終ページでないときにボタンが

有効となります。 

「週報出力」ウィンドウ

に戻り、印刷設定等が行

えます。 

印刷を開始します。 

通常表示⇔拡大表示

拡大表示時、画面サイズ

に応じてスクロールバー

が有効となります。 
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気象週報の出力例から、出力形式を以下に示します。 
１週間分として、７日分（７枚）の出力となります。 
時間毎の集計値の集計方法は日報と同様となります。 
 
 「システム設定」の「当日とする時間の範囲」の設定（「00:00:00～23:59:59」、「00:00:01

～24:00:00」のどちらか）により、時間を「00:00～23:00」、「01:00～24:00」にします。 

７日分の時間毎の集計値より集計します。 
７日目の時間毎の集計値の下に設けられます。 

一部（風向等）を除いて、「システム設定」の「日報平均値項目の値」の設定

（「毎正時の値」、「１時間の平均値」のどちらか）により、集計されます。 
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気象週報の集計方法を以下に示します。 
 
気象週報の集計方法（１／３） 
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気象週報の集計方法（２／３） 
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気象週報の集計方法（３／３） 
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１３．月報出力 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、月報出力を行います。 
 

①メインメニューの［帳票出力］－［月報出力...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「月報出力設定」ウィンドウが表示されます。 
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「月報出力設定」ウィンドウにて、出力する観測地点と KADEC、出力範囲の設定を行います。 

設定後、「印刷…」ボタンを押下します。出力を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

印刷を開始します。 

印刷中は「印刷中」ウィンドウ

が表示され、印刷状況の表示と

印刷中断の検知を行います。 

月報出力を終了します。

「月報出力」ウィンド

ウが表示されます。 
月報出力を終了します。

「印刷プレビュー」

ウィンドウにて、  
印刷プレビューが  
表示されます。 

選択されているプリンタ

の印刷設定を行います。

パソコン内に登録されているプリンタが表

示されます。その中から出力するプリンタ

を選択します。 

印刷部数を指定します。

出力するプリンタの

選択と、プリンタの

設定を行います。 

個別の観測地点が選択されているときに全

KADEC を示す「全て」と、現在登録されてい

る KADEC 名が表示されます。 

観測地点の選択において「全て」が選択され

ているとき、KADEC は「全て」のみで、選択

不可となります。 

全観測地点を示す「全て」と、現在登録され

ている観測地点名が表示されます。 

出力する観測地点と KADEC の設定を行います。 

個別に観測地点を選択したときのみ、個別に KADEC の

選択が行えます。 

何月から何月まで、何ヶ月分を出力するか

の設定を行います。 
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「印刷プレビュー」ウィンドウにて、月報の印刷プレビューが表示されます。 
印刷開始及び、印刷設定等の操作も行えます。 
 

現表示ページの前ページを表示します。 
月報が複数ページで、現表示ページが先頭ページ

でないときにボタンが有効となります。 

月報出力を終了します。

通常表示にします。 
拡大表示時にボタンが有効となります。

拡大表示にします。 
通常表示時にボタンが有効となります。

現表示ページの次ページを表示します。 
月報が複数ページで、現表示ページが最終ページ

でないときにボタンが有効となります。 

「月報出力」ウィンドウ

に戻り、印刷設定等が行

えます。 

印刷を開始します。 

通常表示⇔拡大表示

拡大表示時、画面サイズ

に応じてスクロールバー

が有効となります。 
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気象月報の出力例から、出力形式を以下に示します。 
１ヶ月分としては１枚の出力となります。 
 
 

１ヶ月分の日毎の集計値より集計しま

す。 
以下の期間の日毎の集計値より集計し

ます。 
上旬・・・    １日～１０日 
中旬・・・１１日～２０日 
下旬・・・２１日～３１日 

一部（風向等）を除いて、「システム設定」の「日報平均値項目の値」の設定

（「毎正時の値」、「１時間の平均値」のどちらか）に基づき、集計されます。  
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気象月報の集計方法を以下に示します。 
 
気象月報の集計方法（１／５） 
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気象月報の集計方法（２／５） 
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気象月報の集計方法（３／５） 
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気象月報の集計方法（４／５） 
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気象月報の集計方法（５／５） 
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１４．観測地点設定 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、観測地点設定を行います。 
 

①メインメニューの［設定］－［観測地点設定...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「観測地点設定」ウィンドウが表示されます。 
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１４．１．「観測地点設定」ウィンドウ 
 
「観測地点設定」ウィンドウにて、観測地点毎の設定情報の編集と印刷、観測地点の削除が行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定情報の編集と印刷、削除を行う観測地点を選択します。 

最大２０箇所までの観測地点の登録が行えます。 

選択箇所をダブルクリックすることで、「選択...」ボタンを

押下したのとの同じく「観測地点情報設定」ウィンドウが表 

示され、観測地点一覧で選択されている観測地点の設定情報 

の編集を行うことが出来ます。 

「観測地点情報設定」ウィンドウが表示さ

れ、観測地点一覧で選択されている観測地点

の設定情報の編集を行うことが出来ます。 
新たな観測地点を設けたいときは、観測地点

一覧で観測地点名のないところを選択後、こ

のボタンを押下します。 

観測地点一覧で選択されている、登録済みの

観測地点の削除が行えます。 
観測地点一覧で登録済みの観測地点が選択さ

れているときにボタンが有効となります。 

「観測地点設定出力」ウィンドウが表示され、

観測地点一覧で選択されている、登録済みの観

測地点の設定情報の印刷が行えます。 
観測地点一覧で登録済みの観測地点が選択され

ているときにボタンが有効となります。 

削除の際は、確認のためのウィンドウが表

示されます。 

観測地点設定を終了します。
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１４．２．「観測地点情報設定」ウィンドウ 
 
「観測地点情報設定」ウィンドウでは、観測地点名及びデータ保存先、観測機器（KADEC）の設定を行います。 

 
①ネットモデルの場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記設定を例にした、観測データのフォルダ構成を以下に示します。 

C:¥NET_MODEL                          データ保存先 

 +- 観測地点１                        観測地点名 

 |   +-- 01_KADEC21-U8-N              観測機器番号 ＋ 観測機器（KADEC）名 

 |   |   +--CSV                       CSV ファイルフォルダ 

 |   |   |   +--Day                   日別 CSV ファイルフォルダ 

 |   |   |   +--Month                 月別 CSV ファイルフォルダ 

 |   |   +--U21                       受信データファイルフォルダ 

 |   +--←観測機器が複数あるとき 

 |   | 

 | 

 +-- ←観測地点が複数あるとき 

 | 

観測機器名のフォルダ内に

生成されます。 

データの保存先として、既存フォルダを指定します。 

「参照...」ボタンの押下により、「フォルダの参照」ウィンドウに

て選択することも出来ます。 

データ保存先のフォルダ内に観測地点名のフォルダが生成されます。

観測地点名を設定します。 
データ保存先で指定したフォルダ内に

この名前のフォルダが生成されます。 

「観測機器設定」ウィンドウが表示され、観測機器一覧で

選択されている登録済みの観測機器の削除が行えます。 
観測機器一覧で登録済みの観測機器が選択されているとき

にボタンが有効となります。 

「観測機器設定」ウィンドウが表示され、観測機

器一覧で選択されている登録済み観測機器の設定

情報の編集を行うことが出来ます。 
観測機器一覧で登録済みの観測機器が選択されて

いるときにボタンが有効となります。 

新たに登録、または更新した観測地点の

設定を登録します。 
観測機器やチャンネルの設定での変更を

有効にするためには、この「登録」を行

わなくてはなりません。 
観測機器やチャンネルの設定に変更のあ

ったときにボタンが有効となります。 

設定情報の編集、削除を行う観測機器（KADEC）を

選択します。 

最大８台までの観測機器の登録が行えます。 

選択箇所をダブルクリックすることで、「編

集...」ボタンを押下したのとの同じく「観測機器

設定」ウィンドウが表示され、観測機器一覧で選

択されている登録済み観測機器の設定情報の編集

を行うことが出来ます。 

観測地点情報設定を終了

します。 

「観測機器設定」ウィンドウが表示され、新規の

観測機器の登録が行えます。 
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②標準モデル、ＩＣカードモデルの場合 

 
データの保存先として、既存フォルダを指定します。 

「参照...」ボタンの押下により、「フォルダの参照」ウィンドウに

て選択することも出来ます。 

データ保存先のフォルダ内に観測地点名のフォルダが生成されます。

観測地点名を設定します。 
データ保存先で指定したフォルダ内に

この名前のフォルダが生成されます。

設定情報の編集、削除を行う観測機器（KADEC）を

選択します。 

観測地点情報設定を終了

します。 

「観測機器設定」ウィンドウが表示され、新規の

観測機器の登録が行えます。 

１台の観測機器の登録が行えます。 

選択箇所をダブルクリックすることで、「編

集...」ボタンを押下したのとの同じく「観測機器

設定」ウィンドウが表示され、観測機器一覧で選

択されている登録済み観測機器の設定情報の編集

を行うことが出来ます。 

「観測機器設定」ウィンドウが表示され、観測機

器一覧で選択されている登録済み観測機器の設定

情報の編集を行うことが出来ます。 
観測機器一覧で登録済みの観測機器が選択されて

いるときにボタンが有効となります。 

「観測機器設定」ウィンドウが表示され、観測機器一覧で

選択されている登録済みの観測機器の削除が行えます。 
観測機器一覧で登録済みの観測機器が選択されているとき

にボタンが有効となります。 

新たに登録、または更新した観測地点の

設定を登録します。 
観測機器やチャンネルの設定での変更を

有効にするためには、この「登録」を行

わなくてはなりません。 
観測機器やチャンネル等の設定に変更の

あったときにボタンが有効となります。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記設定を例にした、観測データのフォルダ構成を以下に示します。 
 C:¥NET_MODEL                          データ保存先 

  +- 観測地点１                        観測地点名 

 |   +-- 01_KADEC21-ME-C              観測機器番号 ＋ 観測機器（KADEC）名  
 |       +--CSV                       CSV ファイルフォルダ  
 |       |   +--Day                   日別 CSV ファイルフォルダ 観測機器名のフォルダ内に

生成されます。   |       |   +--Month                 月別 CSV ファイルフォルダ 

 |       +--U21                       回収データファイルフォルダ  
  |       +--Temp 

  |           +--CSV 

 |           |   +--Day               リアルタイム表示用日別 CSV ファイルフォルダ  
 |           |   +--Month             リアルタイム表示用月別 CSV ファイルフォルダ 

  |           +--U21                   リアルタイム表示用回収データファイルフォルダ 
  | 

  +-- ←観測地点が複数あるとき 

 | 
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１４．３．「観測機器設定」ウィンドウ 
 
「観測機器設定」ウィンドウでは、KADEC 名、メールアドレス、チャンネル設定等を行います。 

 
①ネットモデルの場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この KADEC よりのメールを自動的に受信するかを設定します。 

チェックのない場合は、自動受信の対象としません。 

新規で観測機器を設定する際のデフォルト値は「自動受信の対象とする」になって

います。 

POP サーバよりメール受信後、そのメールを POP サーバに残すかを設定し

ます。 

チェックのない場合は、受信後そのメールを削除します。 

新規で観測機器を設定する際のデフォルト値は「受信したメールをサー

バに残す」になっています。

観測機器（KADEC）を観測機器リストの中から選択します。 KADEC がメール送信する際の送信元アドレ

スを指定します。 

「システム設定」で設定する POP サーバに

て、このアドレスより送信されたメールを

受信します。 

新たに登録、または更新

した観測機器の設定を登

録します。 
チャンネルの設定での変

更を有効にするために

は、この「登録」を行わ

なくてはなりません。 
観測機器及びチャンネル

設定に変更のあったとき

にボタンが有効となりま

す。 

「チャンネル設定」ウィン

ドウが表示され、チャンネ

ル毎の設定が行えます。 

観測機器設定を終了しま

す。 
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②標準モデル、ＩＣカードモデルの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観測機器設定を

終了します。
「チャンネル設定」ウィンド

ウが表示され、チャンネル毎

の設定が行えます。 

観測機器（KADEC）を観測機器リストの中から選択します。 

新たに登録、または更新した観測機器の設定を登録します。 
チャンネルの設定での変更を有効にするためには、この「登

録」を行わなくてはなりません。 
観測機器及びチャンネル設定に変更のあったときにボタンが有

効となります。 

観測機器（KADEC）との通信情報の設定を

行う場合はチェックします。チェックしな

い場合は、コンパクトフラッシュを介して

計測データの回収となります。（標準モデ

ルの場合、通信設定は必須です。） 

「帳票出力設定」ウィンドウが表

示され、チャンネル毎の設定が行

えます。 

観測機器（KADEC）のシリアル番号

を入力します。 

COM ﾀﾞｲﾚｸﾄ時の通信速

度を通信速度一覧から選

択します。 

COM ﾀﾞｲﾚｸﾄ時、観測機器（KADEC）と接続可能な通信ポ

ート、通信速度を検索します。（リアルタイム表示中は

このボタンは選択出来ません。） 

モデム接続時の電話番号

を入力します。 

接続方法を接続方法リス

トの中から選択します。

COM ﾀﾞｲﾚｸﾄ時の通信ポートを通信ポート

一覧から選択します。 
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１４．４．「チャンネル設定」ウィンドウ 
 
「チャンネル設定」ウィンドウでは、チャンネル毎の設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフ形式による表示の際の 
上・下限値として用います。 
記録モードの変更に連動します。

記録モードが方位による風向の 

ときは設定不可となります。 

チャンネル設定を終了

します。 

係数による算出を行う

「換算値」とするか、

データそのままの「生

データ」とするか、を

「未使用」とするかを

選択します。

実効湿度の算出に用います。実効湿度の算出方法は以下の通りです。(r=実効湿度係数) 
［ 実効湿度値＝(1-r)(当日の相対湿度の平均+前日の相対湿度の平均×r+ 

前々日の相対湿度の平均×r2+３日前の相対湿度の平均×r×r×r) ］ 

チャンネルのデータ属性としての、

記録モードを選択します。 

デフォルトの設定として、本来の記

録モードが設定されています。 

通常は変更の必要はありませんが、

例えば電圧を平均風向として扱いた

い場合は、記録モード「01 電圧」

を「72 平均風向」とし、係数の設

定等も含め、風向値としての算出を

行うようにします。 

方位の風向、起時、その他の記録モ

ード間での変更は行えません。 

KADEC での計測モードを表

示します。 

設定は行えません。 

記録モードに連動します。

以下の３種類があります。

①「瞬時値」 

②「平均値」 

③「積算値」 

一覧で選択されてい

るチャンネルの設定

情報を登録します。

チャンネル毎、設定

情報に変更があった

場合にボタンが有効

となります。 

変換モードが「換算値」のときの算出に用い

ます。 
換算値の算出方法は以下の通りです。 
［ 換算値＝生データ＊係数ａ＋係数ｂ ］ 

記録モードの変更に連動します。 

単位名を設定します。 
記録モードの変更に連動します。 

値の出力形式を選択します。 

記録モードの変更に連動します。 

選択されている記録モードによって

は選択できない形式があります。 

例：「72 平均風向」にて「$$$」

要素名を設定します。 
デフォルトの設定として記録モード

の名称に設定されています。 

記録モードの変更に連動します。 

一覧で選択されているチャンネルの設定情報が表示され、編集

が行えます。 
チャンネル毎、設定情報を変更した際は「登録」ボタンを押下

することでその変更が有効となります。 

全チャンネルの現在の設定を表示します。

設定情報の編集を行うチャンネルを選択し

ます。 
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変更を行った場合で、選択一覧にて別チャンネルを選択したとき及び、登録せずに「終了」ボタンを押下したと

きは、以下の確認のためのウィンドウが表示されます。 
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１４．５．「帳票出力設定」ウィンドウ 
 
「帳票出力設定」ウィンドウでは、チャンネル毎の設定を行います。 
 

チャンネル設定で変換モードが「未使用」

以外の項目がチャンネル番号順に表示され

ます。 

日報、週報、月報に出力する項目は要素名

前方のチェックを付け、出力しない項目は

チェックをはずします。 

帳票出力設定を終了します。 

更新した帳票出力項目の設定を登録します。 
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１５．モニタ表示設定 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、モニタ表示設定を行います。 
 

①メインメニューの［設定］－［モニタ表示設定...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「モニタ表示設定」ウィンドウが表示されます。 
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「モニタ表示設定」ウィンドウにて、モニタ表示画面で表示するページの新規登録、変更、削除が行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ページ中には１KADEC 分のデー

タが表示可能です。 

モニタ表示設定を終了します。

              P：ページパネル 

              G：グラフパネル 

設定または、削除を行うページを選択します。 

最大３２ページまでの登録が行えます。 

新たにページを登録するときは、「新規ページ」

を選択します。 

表示形式は以下の通りです。 

ページ番号 ＋ パネルの種類 ＋［観測地点名］

              N：数値パネル 

ページ一覧で選択されたページの削除を行います。 
ページ一覧で登録済みのページが選択されているときにボタン

が有効となります。 

登録済みの観測地点と観測機器

（KADEC）を選択します。 

ページ一覧で選択されたページの

新規登録及び更新を行います。 
設定内容に変更のあったときにボ

タンが有効となります。 
使用します。 

②グラフパネル・・最大３要素分を表示要素として設定。 
③ページパネル・・最大４ページ分を表示要素として設定。

                                        風向（図）は表示に４要素分の領域を使

用します。それ以外は１要素分の領域を

選択された表示パネルにより、以下の表示設定を行います。 
①数値パネル・・・最大１６要素分を表示要素として設定。

表示パネルは以下の３種類です。 
①数値パネル 
②グラフパネル 
③ページパネル 

選択する表示パネルにより、設定する内容が変わります。

ページ一覧で選択されたページの表示パネル（表示形式）

３種類の中から選択します。 

 。

 
 
 
 
 
 

 

削除の際は、確認のためのウィンドウが表示されます
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１６．グラフ表示設定 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、グラフ表示設定を行います。 
 

①メインメニューの［設定］－［グラフ表示設定...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「グラフ表示設定」ウィンドウが表示されます。 
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「グラフ表示設定」ウィンドウにて、グラフ表示画面で表示するページの新規登録、変更、削除が行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定と削除を行うページを選択します。 

最大３２ページまでの登録が行えます。 

新たにページを登録するときは、「新規ページ」

を選択します。 

表示形式は以下の通りです。 

ページ番号 ＋ 表示パターン ＋［観測地点名］

              P1：折れ線 

              P2：棒 

              P3：分布図 

              P4：ウィンドローズ 

              P5：折れ線・棒 

登録済みの観測地点と観測機器

（KADEC）を選択します。 

１ページ中には１KADEC 分のデー

タが表示可能です。 

グラフ表示設定を終了します。

ページ一覧で選択されたページの

新規登録及び更新を行います。 
設定内容に変更のあったときにボ

タンが有効となります。 

削除の際は、確認のためのウィンドウが

表示されます。 

ページ一覧で選択されたページの削除を行います。 
ページ一覧で登録済みのページが選択されているときにボタン

が有効となります。 

ページ一覧で選択されたページの表示パターン（グラフの

種類）５種類の中から選択します。 
表示パターンは以下の５種類です。 
①折れ線 
②棒 
③分布図 
④ウィンドローズ 
⑤折れ線・棒 

選択された表示パターンにより、以下の表示設定を行います。 
①折れ線・・・・・・最大２要素分を表示要素として設定。 
②棒・・・・・・・・最大２要素分を表示要素として設定。 
③分布図・・・・・・最大２要素分を表示要素として設定。 
④ウィンドローズ・・１要素分を表示要素として設定。 
⑤折れ線・棒・・・・最大２要素分を表示要素として設定。 

                                            要素１が折れ線、要素２が棒。 
※２要素を表示する場合の表示色は以下となります。 
要素１・・・・・・・赤（１要素の場合も） 
要素２・・・・・・・青 
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１７．システム設定 
 
以下の①、②のいずれかの操作にて、システム設定を行います。 
 

①メインメニューの［設定］－［システム設定...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「システム設定」ウィンドウが表示されます。 
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①ネットモデルの場合 

 
「システム設定」ウィンドウにて、ユーザ・サーバ情報等の設定と接続テストが行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
各項目の設定後「登録」ボタンを押下することで各設定の変更が有効となり、「キャンセル」ボタンの押下では、

各設定の変更は反映されません。 
「接続テスト」ボタンの押下で、接続テストが行えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当日とする時間の範囲を

設定します。 

風向をグラフ形式で表示

する際に、１６方位の内

のどの方位を最上部とす

るかの設定を行います。

日報及び週報、月報に関わる、

１時間毎の集計値をどのように

求めるかの設定を行います。 

風向とペアの風速値がこの設定以下の場合は、風向を 

「カーム」（無風）と見なす、その下限値を設定します。

適用になる記録モードを以下に示します。 

①21 平均風向・・・・20 平均風速を参照。 

②23 最大瞬間風向・・22 最大瞬間風速を参照。 

③26 最大平均風向・・25 最大平均風速を参照。 

④29 瞬間風向・・・・28 瞬間風速を参照。 

⑤72 平均風向・・・・20 平均風速を参照。 

⑥73 最大瞬間風向・・22 最大瞬間風速を参照。 

⑦74 瞬間風向・・・・28 瞬間風速を参照。 

SMTP サーバ（メール送

信）の名前とポート番号

を設定します。 

POP サーバ（メール受

信）の名前とポート番号

を設定します。 

メール送信する（KADEC リモート設定）際

のメールアドレスを設定します。 

POP サーバへアクセスする際のユーザ ID と

パスワードを設定します。 

設定内容を登録します。

接続テストが行えます。 システム設定を終了します。 
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②標準モデル、ＩＣカードモデルの場合 
 
「システム設定」ウィンドウにて、モデム接続情報等の設定が行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
各項目の設定後「登録」ボタンを押下することで各設定の変更が有効となり、「キャンセル」ボタンの押下では、

各設定の変更は反映されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風向をグラフ形式で表示

する際に、１６方位の内

のどの方位を最上部とす

るかの設定を行います。

モデム使用時のダイヤル

方法をダイヤル方法一覧

から選択します。 

モデム使用時の通信速度

を通信速度一覧から選択

します。 

モデム使用時の通信速度

を通信速度一覧から選択

します。 

当日とする時間の範囲を

設定します。 

モデムが接続されている

通信ポートを検索しま

す。 

日報及び週報、月報に関わる、

１時間毎の集計値をどのように

求めるかの設定を行います。 

風向とペアの風速値がこの設定以下の場合は、風向を 

「カーム」（無風）と見なす、その下限値を設定します。

適用になる記録モードを以下に示します。 

①21 平均風向・・・・20 平均風速を参照。 

②23 最大瞬間風向・・22 最大瞬間風速を参照。 

③26 最大平均風向・・25 最大平均風速を参照。 

④29 瞬間風向・・・・28 瞬間風速を参照。 

⑤72 平均風向・・・・20 平均風速を参照。 

⑥73 最大瞬間風向・・22 最大瞬間風速を参照。 

⑦74 瞬間風向・・・・28 瞬間風速を参照。 

設定内容を登録します。

システム設定を終了します。
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１８．自動受信設定 
 
ネットモデルの場合、以下の①、②のいずれかの操作にて、自動受信設定を行います。 
 

①メインメニューの［設定］－［自動受信設定...］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ツールボタンの           を押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「自動受信設定」ウィンドウが表示されます。 
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「自動受信設定」ウィンドウにて、自動受信の設定が行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
設定後「登録」ボタンを押下することで設定の変更が有効となり、「キャンセル」ボタンの押下では設定の変更

は反映されません。 
 

設定内容を登録します。 

自動受信設定を終了します。

60 分     ：毎時 01 分に自動受信を行います。 

10 分     ：毎時 01 分、11 分、21 分、31 分、41 分、

51 分に自動受信を行います。 

時間間隔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 24 時間   ：毎日 00 時 01 分に自動受信を行います。

 
 
自動受信設定にて「新着メールの自動受信」にチェックした場合は、指定の時刻または時間間隔で自動受信が行

われます。 

 

※自動受信は、観測地点に登録している観測機器（KADEC）で「自動受信の対象にする」としている KADEC の

み行います。受信対象となるメールの内、未受信のメールのみを受信（差分メール受信）します。 
※自動受信は、受信対象になるメールをすべて受信し終えてから、今回受信した全観測データを対象に日別・

月別の CSV ファイルの生成を行います。 
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１９．予約回収設定 
 
標準モデル、ＩＣカードモデルの場合、以下の①、②のいずれかの操作にて、予約回収設定を行います。 
 

①メインメニューの［設定］－［予約回収設定...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「予約回収設定」ウィンドウが表示されます。 
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「予約回収設定」ウィンドウにて、予約回収の設定が行えます。 
設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 
設定後「登録」ボタンを押下することで設定の変更が有効となり、「キャンセル」ボタンの押下では設定の変更

は反映されません。 
予約は、システム全体で最大１２８個の設定が出来ます。 
予約日、時、分は他予約日、時、分との間隔が５分以上離れていなければ設定できません。 
予約日、時、分に毎日、毎時、毎分を設定すると、他予約を設定することはできません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

削除の際は、確認のためのウィンドウが

表示されます。 

予約回収する分を 

分一覧から選択します。
予約回収する時間を 

時一覧から選択します。

予約回収一覧に 

登録します。 

予約時刻設定を

終了します。 

予約回収する日を 

日一覧から選択します。

予約回収一覧の全ての

行を削除します。 

予約回収一覧で選択されて 

いる行を削除します。 

「予約時刻設定」ウィンドウ 

が表示されます。 

設定内容を登録します。

登録済みの予約回収設定一覧が表示されます。

予約回収設定を

終了します。 

登録済みの観測地点と観測機器（KADEC）が表示されます。

予約回収設定を行う KADEC を選択します。 

選択箇所でダブルクリックすることで、「追加 ->」ボタン

を押下したのとの同じく「予約時刻設定」ウィンドウが表示

され、予約日、時、分の設定を行うことが出来ます。 
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予約回収設定にて「設定機器の予約回収」にチェックした場合は、予約回収一覧で登録されている日、時、分で

予約回収が行われます。 
 
 
別の予約が既に設定済みで毎日、毎時、毎分を設定しようとした場合、以下のエラーメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
別の予約との時間間隔が５分未満の予約を設定しようとした場合、以下のエラーメッセージが表示されます。 
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２０．KADEC リモート設定 
 
ネットモデルの場合、以下の①、②のいずれかの操作にて、KADEC リモート設定を行います。 

 
①メインメニューの［設定］－［KADEC リモート設定...］を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ツールボタンの           を押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「KADEC リモート設定」ウィンドウが表示されます。 
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２０．１．「KADEC リモート設定」ウィンドウ 
 
「KADEC リモート設定」ウィンドウにて、リモート設定を行う KADEC を選択します。 

設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

選択箇所をダブルクリックすることで、「選択...」ボタンを

押下したのとの同じく「KADEC リモート情報設定」ウィンドウ

が表示され、リモート情報の設定と設定情報の送信を行うこと

が出来ます。 

リモート設定を行う KADEC を選択します。 

登録済みの観測地点と観測機器（KADEC）が表示されます。 

KADEC リモート設定を終了しま

す。 

KADEC 一覧で登録済みの観測機

器が選択されているときにボ

タンが有効となります。 

「KADEC リモート情報設定」ウ

ィンドウが表示され、リモー

ト情報の設定と設定情報の送

信が行えます。 
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２０．２．「KADEC リモート情報設定」ウィンドウ 
 
「KADEC リモート情報設定」ウィンドウにて、リモート設定データの取得、参照、設定、送信が行えます。 

ウィンドウを閉じるときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設定情報送信後は、送信完了を示すウィンドウが表示されます。 

「OK」ボタンを押下し、ウィンドウを閉じます。 
 
 
 
 

現在 KADEC に設定されている情報が表示されます。 

KADEC に対しリモートによる取得を行う場合は、「取得」ボタンを押下します。これにより KADEC に対し、

取得のためのメール送信を行い、その返信にて設定情報の取得を行います。 
KADEC に対しリモートによる設定を行う場合は、設定する情報のみを変更後、「送信」ボタンを押下しま

す。これにより KADEC に対し、リモート設定用のメールが送信されます。リモート設定送信後、その返信

にて設定情報の取得を行います。 

尚、「ログインパスワード」と「POP サーバログインパスワード」の情報は、KADEC よりの返信メールにて

マスクされており、返信メールによる情報の取得は行えません。 

設定情報取得設定を行います。 
画面終了後、メールを送信します。 

KADEC リモート情報設定を終了

し、「KADEC リモート設定」ウ

ィンドウに戻ります。 

設定に変更のあった情報のみで

作成したメールを送信します。

設定内容に変更のあったときに

ボタンが有効となります。 
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２１．KADEC パラメータ設定 
 
標準モデル、ＩＣカードモデルの場合、以下の①、②のいずれかの操作にて、KADEC パラメータ設定を行います。 

 
①メインメニューの［設定］－［KADEC パラメータ設定...］を選択します。 
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②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「KADEC パラメータ設定」ウィンドウが表示されます。 
 
 

 84



２１．１．「KADEC パラメータ設定」ウィンドウ 
 
「KADEC パラメータ設定」ウィンドウにて、パラメータ設定を行う KADEC を選択します。 

設定を行わないときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

 

登録済みの観測地点と観測機器（KADEC）が表示されます。 

パラメータ設定を行う KADEC を選択します。 

選択箇所をダブルクリックすることで、「選択...」ボタンを

押下したのとの同じく「KADEC パラメータ情報設定」ウィンド

ウが表示され、パラメータ情報の取得と設定を行うことが出来

ます。 

KADEC パラメータ設定を終了し

ます。 

「KADEC パラメータ情報設定」

ウィンドウが表示され、パラ

メータ情報の取得と設定が行

えます。 

KADEC 一覧で登録済みの観測機

器が選択されているときにボ

タンが有効となります。 
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２１．２．「KADEC パラメータ情報設定」ウィンドウ 
 
「KADEC パラメータ情報設定」ウィンドウにて、パラメータ設定データの取得、設定が行えます。 

ウィンドウを閉じるときは「キャンセル」ボタンを押下します。 

「ROM バージョン」「モニター」「データ」「電池残量」は取得のみ出来ます。設定は出来ません。 

リアルタイム表示中は、「取得」「設定」は出来ません。 

 

観測機器（KADEC）の任意の

チャンネルのモニター値を表

示します。チャンネルはチャ

ンネル一覧から選択します。

観測機器（KADEC）の任意のチャンネルの

計測モードを表示します。変更する場合は

チャンネル番号一覧からメモ番号、計測モ

ード一覧から計測モードを選択します。 

観測機器（KADEC）の入力し

たデータ位置のデータを表示

します。 

観測機器（KADEC）のメモの

内容を表示します。変更する

場合はメモ番号一覧からメモ

番号を選択しメモを入力ま

す。 

観測機器（KADEC）の電池残量を表

示します。 

チェックされているパラメ

ータを観測機器（KADEC）か

ら取得し表示します。 

設定変更のあったパラメー

タで観測機器（KADEC）のパ

ラメータを設定します。 

KADEC パラメータ情報設定

を終了し、「KADEC パラメ

ータ設定」ウィンドウに戻

ります。 

観測機器（KADEC）の通信速

度を表示します。変更する場

合は通信速度一覧から選択し

ます。 

観測機器（KADEC）のインタ

ーバルを表示します。変更す

る場合はインターバル一覧か

ら選択します。 

観測機器（KADEC）の日時を

表示します。変更する場合は

変更する日時を入力します。

観測機器（KADEC）に登録されてい

る ROM バージョンを表示します。 
取得を行うパラメータをチェックし

ます。 
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２２．手動受信 
 
ネットモデルの場合、以下の①、②のいずれかの操作にて、手動受信設定を行います。 
 

①メインメニューの［手動受信］－［手動受信...］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ツールボタンの           を押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「手動受信」ウィンドウが表示されます。 
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「手動受信」ウィンドウで観測地点と受信メール指定を設定後、「受信開始」ボタンの押下により手動受信を行

います。 
  

手動受信を終了します。

手動受信終了後「OK」ボタンの押下でウィンドウを閉じます。 

手動受信の処理状況が「メール受信・CSV ファイル生成」ウィンドウに表示されます。

メールサーバに存在する受信対象と

なるメールの内、未受信のメールの

みを受信します。 

メールサーバに存在する受信対象と

なるすべてのメールを受信します。 
「差分メール受信」 

観測地点指定 
「全観測地点」 

登録されている全観測地点の全観測

機器を受信対象とします。 
「個別観測地点」 

選択された１観測地点の全観測機器

を受信対象とします。 
 
受信メール指定 
「全メール受信」 
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手動受信処理中に「キャンセル」ボタンを押下すると「手動受信中断確認」ウィンドウが表示されます。 
「はい」ボタンを押下することで手動受信は中断し、「いいえ」ボタンの押下では手動受信が継続されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※手動受信は、受信対象になるメールをすべて受信し終えてから、今回受信した全観測データを対象に日別・月

別の CSV ファイルの生成を行います。 

 

※手動受信中断の検知は１メール受信済み毎に検知します。 

中断検知後は中断されるまでの今回受信した観測データを対象に日別・月別の CSV ファイルの生成を行います。 

中断で「はい」をクリック後、多少時間がかかる場合があります。 

受信対象になるメールをすべて受信した後では、中断は出来ません。 
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２３．任意回収 
 
標準モデル、ＩＣカードモデルの場合、以下の①、②のいずれかの操作にて、任意回収設定を行います。 
 

①メインメニューの［任意回収］－［任意回収...］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 90



 
②ツールボタンの           を押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「任意回収」ウィンドウが表示されます。 
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「任意回収」ウィンドウで回収元と観測地点指定等を設定後、「回収開始」ボタンの押下により任意回収を行い

ます。 
回収元に「コンパクトフラッシュ」を選択した場合、個別観測地点指定で全ファイルが回収対象となります。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回収元が「コンパクトフラッシュ」の場合

の読込み先を入力します。「参照...」ボ

タンの押下により、「フォルダ参照」ウィ

ンドウにて選択することも出来ます。

任意回収を終了します。 

回収内容を指定します。 
「全記録データ」 

観測機器(KADEC)内に存在する観測

データすべてを回収します。 
「記録開始位置から」 

観測機器(KADEC)内の記録開始位置

以降の観測データを回収します。

回収元の観測地点を指定します。 
「全観測地点」 

登録されている全観測地点の全観測

機器を回収対象とします。 
「個別観測地点」 

選択された１観測地点の全観測機器

を回収対象とします。 

回収元を選択します。 

任意回収の処理状況が「回収・CSV ファイル生成」

ウィンドウに表示されます。任意回収終了後

「OK」ボタンの押下でウィンドウを閉じます。 
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任意回収処理中に「キャンセル」ボタンを押下すると「任意回収中断確認」ウィンドウが表示されます。 
「はい」ボタンを押下することで任意回収は中断し、「いいえ」ボタンの押下では任意回収が継続されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※任意回収は、回収対象になる観測データをすべて回収し終えてから、今回回収した全観測データを対象に日

別・月別の CSV ファイルの生成を行います。 

 

※任意回収中断の検知は、回収元がコンパクトフラッシュの場合は１ファイル読み込み済み毎に、ＲＳ２３２Ｃ 

の場合は１ＫＢ回収毎に検知します。 

中断検知後は中断されるまでの今回回収した観測データを対象に日別・月別の CSV ファイルの生成を行います。 

中断で「はい」をクリック後、多少時間がかかる場合があります。 

回収対象になる観測データをすべて回収した後では、中断は出来ません。 
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２４．CSV ファイル再生成 
 
「データ表示」ウィンドウにて、CSV ファイル再生成を行う観測データまたは観測データを含むフォルダを選択

後、以下の①、②のいずれかの操作により、CSV ファイル再生成を行います。 

 
①メニューの［データ］－［CSV ファイル再生成...］を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②リスト形式で表示される箇所にて右クリックすることで表示されるポップアップメニューの［CSV ファイ

ル再生成...］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①、②いずれかの操作後、「CSV ファイル再生成設定」ウィンドウが表示されます。 
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「CSV ファイル再生成設定」ウィンドウで CSV ファイル再生成設定を設定後、「再生成開始」ボタンの押下によ

り再生成を開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※CSV ファイル再生成中に「キャンセル」ボタンを押下すると「CSV ファイル再生成中断確認」ウィンドウが表

示されます。「はい」ボタンを押下することで CSV ファイル再生成は中断し、「いいえ」ボタンの押下では

CSV ファイル再生成が継続されます。 

CSV ファイル再生成を終了します。

CSV ファイル再生成の処理状況が「CSV ファイル再生成」ウィンドウに表示されます。

再生成終了後「OK」ボタンの押下でウィンドウを閉じます。 

再生成しようとする CSV ファイルの有無

に関わらず、新規に CSV ファイルを作成

します。 

「選択ファイルで新規作成」 

 

再生成しようとする CSV ファイルがすで

にある場合は、データ部のみを更新しま

す。 

「選択ファイルでデータ部のみ差替」 

 
 
 
 
 
 
 
 
※CSV ファイル再生成中断の検知は、１観測データファイルから CSV ファイル生成毎に検知します。 
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２５．タスクトレイに入っているとき 
 
「KADEC21 モニタリングソフト」がタスクトレイに入っているときに元のサイズに戻すには、タスクトレイ内の

アイコンをダブルクリックするか、アイコン上で右クリックして開くポップアップメニューの「KADEC21 モニ

タリングソフトを元のサイズに戻す」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
「KADEC21 モニタリングソフト」がタスクトレイに入っているときに「KADEC21 モニタリングソフト」を終了す

るには、タスクトレイ内のアイコン上で右クリックして開くポップアップメニューの「KADEC21 モニタリング

ソフトを終了する」を選択します。 
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２６．ユーザ登録と問い合わせ 
 
メインメニューの［ヘルプ］－［KADEC21 モニタリングソフトについて...］を選択すると表示される「KADEC21 

モニタリングソフトについて」のウィンドウで、「ユーザ登録」及び発売元・開発元の URL が記述されたボタン

の押下により、ブラウザにてアクセスが行えます。 
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２７．その他 
 
観測機器設定値メールの受信中、自動受信中、観測機器設定取得用メール送信中、手動受信中、CSV ファイル再

生成中、予約回収中の何れかの処理中に本ソフトの終了及び、シャットダウンを行った場合は、以下の警告が表

示されます。 

観測機器設定値メールの受信中、自動受信中、観測機器設定取得用メール送信中、予約回収中においては処理の

終了を確認した後、手動受信中、CSV ファイル再生成中においては「キャンセル」ボタンを押下後、「KADEC21 

モニタリングソフト」を終了してから、シャットダウンを行ってください。 
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